
はじめに

高知県レッドデータブック［動物編］編集委員
会（ ），森井（ ）および谷地森・山崎（ ）
によれば，高知県において生息が確認されている
コウモリ目は，キクガシラコウモリ科キクガシラ
コウモリ ，コキクガシ
ラコウモリ ，ヒナコウモリ科
モモジロコウモリ ，チチブコ
ウモリ ，アブラコウモリ

，ヤマコウモリ ，
ユビナガコウモリ ，テング
コウモリ ，コテングコウモリ

およびオヒキコウモリ科オヒ

キコウモリ の 科 種である．こ
のうち，ヤマコウモリ，テングコウモリおよびオ
ヒキコウモリの 種は高知県レッドデータブック
（［動物編］編集委員会， ）において 情報
不足 とされている．また，チチブコウモリとコ
テングコウモリは，高知県における生息が 年
月に初めて確認され（谷地森・山崎， ），

上記 種と同様にその生息状況は十分に把握され
ていない．さらに，これら 種以外の種に関する
情報も少なく，越冬に関する情報についてはわず
かな報告がみられるのみである（山崎， ）．
著者らは 年 月から，高知県内のコウモリ

目の冬期の生息状況を把握する調査を行ってい
る．本報告では，これまでに行ってきたコウモリ
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洞窟性コウモリ目の越冬状況

図 ．調査地点． 土佐清水市 城乃峰隧道 四万十町 旧森林鉄道の隧道 高岡郡佐川町 穴岩 高岡郡佐川町
洞窟（名称不明） 高岡郡越知町 赤滝洞 高岡郡日高村 猿田洞 高知市鏡 白岩洞 高知市土佐山 菖蒲洞
香美市土佐山田 龍河洞の西本洞 香南市野市 白岩水出洞 香美市土佐山田 奴田の三宝洞 安芸市 伊尾木洞．

表 ．調査地ごとの概況と調査実施日
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表 ．調査地ごとの種の確認状況



目の越冬洞と，その利用種および個体数について
調査した結果を述べる．
なお，本報告は四国自然史科学研究センターが
高知県より受けた 平成 年度自然環境保全基礎
調査 種の多様性調査（高知県）委託事業 の一
部である．

調査地域と方法

調査は 年 月 年 月および 年
月 年 月に行った．個体の捕獲は，鳥獣捕
獲許可平成 年度第 号，平成 年度第 号
に基づき実施した．
調査を行った場所は，石川（ ），
高知ケイブ・フェスティバル 事務局（ ），
森井（ ），澤田（ ）および山崎（ ）
によりコウモリ目が報告されている洞窟，地元住
民からコウモリ目の生息情報が得られた洞窟およ
び隧道とした（図 ，表 ）．調査は日中に行い，
名で洞や隧道に入った．なお，調査員の入洞に
よるコウモリへの影響が最低限になるよう，作業
は可能な限り迅速かつ静かに実施するようにし
た．調査地においてコウモリ目が確認された場合
は，種，個体数，休息時の姿勢，活動状況および
洞内のコウモリ確認地点の気温を記録した．種名
および学名は阿部ほか（ ）に従った．
多くの食虫性コウモリは冬期間に長期的な不活
発状態になる（船越， ）．本研究では，確認
されたコウモリ目が以下の状態であった場合，不
活発状態であると判断した．すなわち，外部から
の刺激に対し，超音波による探索行動や逃避行動
である飛翔が行われずに無反応であったり，体を
収縮させる行動に止まり，休息が継続された場合
である．なお，不活発状態であった場所の気温を
種間で比較するために の 検定を用
いた．
確認したコウモリ目のうち，種ごとに 個体ず

つ捕獲し，生息確認の証拠として標本化した．標

本は四国自然史科学研究センターに保管されてい
る．

結 果

生息が確認された種は，キクガシラコウモリ，
コキクガシラコウモリ，モモジロコウモリおよび
ユビナガコウモリの 科 種であった．結果を表
に示す．
最も多くの調査地で生息が確認された種は，キ

クガシラコウモリ（ ヶ所）であった．一方，生
息確認場所が最も少なかった種は，モモジロコウ
モリ（ ヶ所）であった．確認個体数が最も多かっ
た種は，コキクガシラコウモリ（ 個体）であっ
た．一方，確認個体数が最も少ない種は，モモジ
ロコウモリ（ 個体）であった．
すべての種において不活発状態の個体が確認さ

れた．一方，飛翔個体が確認されたのはキクガシ
ラコウモリ，コキクガシラコウモリおよびモモジ
ロコウモリの 種であった．ユビナガコウモリの
みは飛翔個体が確認されなかった．
表 に の 検定による 種（キクガ
シラコウモリ，コキクガシラコウモリおよびユビ
ナガコウモリ）の不活発状態であった場所の気温
の検定結果を示す．すべての種間の組み合わせに
おいて，有意差は認められなかった．コキクガシ
ラコウモリの不活発状態であった場所の平均気温
は で，他の種よりも高い傾向がみら
れた．本種は種の確認の際，不活発状態の場合で
も光を当てると後肢を縮めたり，体を震わせるな
どの反応を示した．一方，キクガシラコウモリお
よびユビナガコウモリは種の確認の際，懐中電灯
で照らしてもほとんど反応しなかった．
種毎の確認状況を以下に記す。

キクガシラコウモリおよびコキクガシラコウモリ
これらの 種は，壁面に後肢のみでつかまり，

下垂した姿勢で休息していた（図 ，図 ）．また，
両種とも他個体と体を触れあわさずに単独で休息

洞窟性コウモリ目の越冬状況

表 ．洞窟性コウモリ 種の不活発状態であった場所の気温



している状態（図 ）と，他個体と体を密着させ
て集団で休息している状態（図 ）の タイプが確
認された．

ユビナガコウモリ
本種は，壁面へのつかまり方は他個体との距離

によって異なっていた．単独で休息している状態
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図 ．後肢のみで，壁面につかまっている不活発状態の
キクガシラコウモリ．

図 ．後肢のみで壁面につかまっているが，キクガシラ
コウモリに比べて壁面に沿うような姿勢をしている不活
発状態のコキクガシラコウモリ．

図 ．密集して不活発状態になっているキクガシラコウ
モリ．

図 ．前後肢を用いて壁面につかまっている不活発状態
のユビナガコウモリ．

図 ．密集して不活発状態になっているユビナガコウモ
リ．

図 ．岩の隙間にもぐりこんでいる不活発状態のモモジ
ロコウモリ．



では，後肢および前肢の第 指を用いて壁面に張
り付くようにつかまっていたが（図 ），集団で休
息している状態では，後肢のみで下垂して壁面に
つかまっていた（図 ）．本種は種の確認の際，懐
中電灯で照らしてもほとんど反応しなかった．

モモジロコウモリ
本種は，壁面にできた割れ目，岩の隙間および
小さな穴などにもぐりこむようにして，単独で休
息していた（図 ）．種の確認の際，懐中電灯で照
らしてもほとんど反応しなかった．

調査地ごとの確認状況を以下に記す．
土佐清水市城乃峰隧道
現在も地元住民によって生活道路として利用さ
れている車道の隧道である．地元周辺では コウ
モリトンネル と呼称され，コウモリの生息が知
られている．内壁はコンクリートの吹き付けが行
われているため凹凸が多く，コウモリが下垂しや
すい．
本調査地ではユビナガコウモリ 個体が確認さ
れた．確認された個体は雌個体で，不活発状態で
あった．本個体は捕獲し標本化した（標本番号

）．

四万十町旧森林鉄道の隧道
旧森林鉄道路線の隧道である．内壁はコンク
リートの吹き付けが行われているが，凹凸やコン
クリートが割れてできた隙間が多く，コウモリが
取り付きやすいと思われる．天井の所々から，水
が滴り落ちている場所がある．

年 月 日および 年 月 日にモモジ
ロコウモリがそれぞれ 個体ずつ確認された．確
認された 個体は雌個体で，両個体ともコンクリー
トが割れてできた隙間にもぐりこみ不活発状態で
あった． 年 月 日に確認した個体のみ捕獲
し標本化した（標本番号 ）．

高岡郡佐川町穴岩
一般車が通行する町道から山の斜面を約

登った所にある鍾乳洞である．内部は比較的乾燥
していたが，壁面より水が染み出している場所が
あった．
コキクガシラコウモリ 種のみが確認された．
確認された個体は 個体のみで，不活発状態で

あった．

高岡郡佐川町の洞窟（名称不明）
一般車が通行する町道から山の斜面を約
登った所にある入り口が分かりづらい鍾乳洞であ
る．内部には天井の壁面より水が染み出している
場所があり，数箇所に水溜りがあった．
キクガシラコウモリ 個体およびコキクガシラ
コウモリ 個体が確認された．すべての個体が
不活発状態であった．洞の入り口付近にはキクガ
シラコウモリが，洞の奥のほうではコキクガシラ
コウモリがそれぞれ確認され，両種が混在してい
る場所はなかった．両種とも，全ての個体が他個
体と体を密着させずに壁面につかまっていた．

高岡郡越知町赤滝洞
横倉山南斜面の登山道を約 分登った所にある
天然の洞窟（岩穴）である．内部は比較的乾燥し
ていたが，天井の壁面より水が染み出している場
所があった．なお，洞内ではハクビシンの糞が大
量に確認された．確認した糞の中には，すでに乾
燥したり，カビが生えている古いものから比較的
新鮮なものまで含まれていたことから，ハクビシ
ンが頻繁に利用していることが示唆された．
キクガシラコウモリ 個体およびコキクガシラ

コウモリ 個体が確認され，すべての個体が不
活発状態であった．本調査地は今回の調査を行っ
た中で，個体数が最も多かった（合計 個体）．
洞内の床には数ヶ所にコウモリの糞が厚く堆積し
ている箇所があり，冬期以外にも利用されている
可能性がある．確認した個体のうち，種ごとにそ
れぞれ 個体ずつ捕獲し，標本化した（標本番号
キクガシラコウモリ ， ，コキ
クガシラコウモリ ， ）．

高岡郡日高村猿田洞
石灰岩地帯にできた天然の洞窟（岩穴）である．
壁面より水が染み出し，洞窟内には大量の水が流
れ，淵のようになっている場所もある．本調査地
は観光洞として整備されている．洞内には照明設
備（電線および電球．現在は通電されていない）
や入洞者の安全確保用設備（はしごや案内板）な
どが設置されている．
キクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリお

よびユビナガコウモリが確認された．すべての個

洞窟性コウモリ目の越冬状況



体が不活発状態であった．本調査地は最も多くの
種（ 種）を確認した場所の一つであった．ただし，
確認した種数および個体数は調査日によって異
なっていた（表 ）．コキクガシラコウモリおよび
ユビナガコウモリはそれぞれ他個体と体を触れ合
わせずに壁面につかまっていた．キクガシラコウ
モリは，単独で休息している個体と複数個体が他
個体と体を密着させて休息している個体の両方が
確認できた．

高知市白岩洞
天然の洞窟（岩穴）である．内部には壁面より
水が染み出し，洞窟内には大量の水が流れ，淵の
ようになっている場所もある．
確認された種は，キクガシラコウモリのみで
あった．確認個体は 個体で，他個体と体を密着
させずに単独で壁面につかまっていた．全ての個
体が不活発状態であった．

高知市菖蒲洞
日高村猿田洞と同様に観光洞として整備されて
いる鍾乳洞である．内部には大量の水が流れ，淵
のようになっている場所もある．洞内には照明設
備（電線および電球．現在は通電されていない）
や入洞者の安全確保用設備（はしごや案内板）な
どが設置されている．ただし，入り口は柵によっ
て封鎖されており，入洞する際には届けを役場に
申請する必要がある．
確認された種は，キクガシラコウモリ，コキク
ガシラコウモリおよびユビナガコウモリであっ
た．越冬状況調査を行った調査地の中で最も多く
の種（ 種）が確認されたうちの ヶ所である．た
だし，確認された個体数は調査日によって異なっ
ていた（表 ）．キクガシラコウモリおよびユビナ
ガコウモリは，単独で休息している個体と複数個
体が他個体と体を密着させて休息している個体の
両方が確認できた．ユビナガコウモリの複数個体
が他個体と体を密着させて不活発状態になってい
た調査地は，本調査地のみであった．ユビナガコ
ウモリを 個体捕獲し，標本化した（標本番号

）．

香美市龍河洞の西本洞
観光洞として公開されている龍河洞の入り口の
右側に開口している鍾乳洞である．内部には大量

の水が流れ，淵のようになっている場所もある．
確認された種および個体数は，キクガシラコウ

モリ 個体およびモモジロコウモリ 個体であっ
た．すべての個体が不活発状態であった．キクガ
シラコウモリは全ての個体が他個体と距離を保ち
単独で壁面につかまっていた．モモジロコウモリ
は岩と岩の隙間にもぐりこみ休息していた．本調
査地は，過去にはきわめて多くのユビナガコウモ
リが冬眠していた報告（森井， ）があるが，
本調査ではユビナガコウモリは確認されなかっ
た．

香南市白岩水出洞
天然の洞窟（岩穴）である．内部には壁面より

水が染み出している場所があり，洞窟内に水が溜
まっている場所がある．
確認された種はコキクガシラコウモリ 種で
あった．確認個体数は，調査日によって異なって
いた（表 ）．すべての個体が他個体と体を密着さ
せずに休息し，不活発状態であった． 個体を捕
獲し標本化した（標本番号 ，
）．

香美市奴田の三宝洞
内部に壁面より水が染み出している場所がある

鍾乳洞である．
本調査地で確認された種および個体数は，キク

ガシラコウモリ 個体およびコキクガシラコウモ
リ 個体であり，他個体と体を密着させずに単
独で壁面につかまっていた．全ての個体が不活発
状態であった．

安芸市伊尾木洞
トンネル状の天然の洞窟（岩穴）である．天井

には多くの岩の凹み（直径および深さ共に
程度）が見られ，天井の所々から水が滴り落

ちている箇所があり，床には水が流れている．
天井部分にある凹みの中にいるコウモリを双眼

鏡を用いて確認した．個体数は 個体で，互いに
体を密着させて休息していた．双眼鏡による確認
のみであったため，種の確認はできなかったが，
外部形態からヒナコウモリ科であることは識別で
きた．

谷地森・山崎



考 察

今回生息が確認された 種は洞窟性の種である．
四国内において，これらの種に関する情報は比較
的多くみられる（前田， 澤田， 山崎，
）．今回の調査地の一つである奴田の三宝洞

（香美市）では，数年間にわたって越冬期のコウ
モリの種と個体数が調査され，その経年変化と生
息の特性が報告されている（山崎， ）．山崎
（ ）によると， 年および 年にはそれ
ぞれ 個体前後であったコキクガシラコウモリ
が， 年 月 日には 個体を超すおびただ
しい数の個体となって越冬を開始していた．また，
年の調査時には比較的少なかった洞内底面に

堆積したグアノが， 年の調査ではおびただし
い面積で広がっていたことから，最近になって多
くの個体がここに移動し，生息を始めたものと推
測されている．さらに，この洞窟は出入口が普通
の体格の人がやっと入れるほどの縦穴の狭い坑道
で，約 ほど降りた先に横穴の安定した広い空
間を持つ数室の洞窟があり，天井部から絶えず水
滴が浸出していることから，越冬条件としてはき
わめて良好な環境であることを推察している．本
研究においても，本洞窟には多くの個体の利用が
確認されたことから，この地域におけるコキクガ
シラコウモリの冬期の生息場所として重要な場所
と考えられる．また，同様に一つの調査地で多く
の個体が確認された赤滝洞（越知町），菖蒲洞（高
知市）および白岩水出洞（香南市）も重要な場所
であることが示唆される．
調査地の一つである龍河洞の西本洞（香美市）
は国指定の史跡・天然記念物であり，ユビナガコ
ウモリの巨大な越冬コロニーが知られている（石
川， 森井， ）．しかしながら，本研究
ではユビナガコウモリを確認することができな
かった．調査の際に洞内をご案内いただいた（財）
龍河洞保存会の方によれば， これほどコウモリ
の数が少ないことは，これまで記憶にない．また，
通常は壁面を水が滴り落ちているのだが今年はそ
れがない．洞内がこれほど乾燥していることも記
憶にない． とのことであった．森井（ ）は，

年 月 日および 年 月 日に約 頭
のユビナガコウモリが冬眠していたことを確認し
ている．山崎（ ）は， 年 月 日に約

頭のコロニーを確認しているが，数日前の

月 日には確認できなかったことを報告し，本洞
におけるユビナガコウモリの越冬コロニーは時期
によって場所や個体数が変動し，必ずしも冬期間
を通じて安定したものではないと述べている．本
研究の龍河洞の西本洞における調査は 回のみで，
越冬個体数が少なかった理由は調査時期によるも
のかもしれない．一方，洞内の乾燥は注目すべき
現象と考えられる．コウモリ目の多くの種では，
冬眠期に高湿度条件ないしは水を飲むことを必要
とする（ ， ）．これまで行った他地域の
調査においても，コウモリが越冬場所として利用
していた洞窟には壁面から水が滴り落ちていた
り，流水が認められた．本調査の洞内でユビナガ
コウモリが確認できなかったことは，洞内の乾燥
の影響があったのかもしれない．今後，さらに調
査を実施し，年間を通じた利用状況を把握する必
要がある．
本研究で冬期にユビナガコウモリが確認できた

調査地は城乃峰隧道（土佐清水市）および菖蒲洞
（高知市）であったが，複数個体が確認された調
査地は菖蒲洞のみであった．しかしながら，本調
査により本種が冬期にも土佐清水市に生息してい
ることが初めて確認されたことは意義深い．土佐
清水市足摺岬には海岸部に多くの洞窟（海蝕洞）
があるが，今後洞窟内における詳細な生息確認調
査を行う必要がある．
モモジロコウモリは旧森林鉄道の隧道（四万十

町）および龍河洞の西本洞（香美市）の ヶ所で
確認された．高知県におけるモモジロコウモリの
生息確認例は ヶ所報告されている（前田，
森井， 澤田， ）が，冬期の生息場所に
関する報告はほとんどない．今後，さらに多くの
洞窟や人工の隧道を調査し，本種の越冬場所を把
握する必要がある．
伊尾木洞（安芸市）においてはコウモリ目を確

認したものの，種の判別はできなかった．これま
でに本洞では，ユビナガコウモリの生息が確認さ
れている（澤田， ）．このことから，本調査
で確認された個体もユビナガコウモリである可能
性がある．
不活発状態の場所の気温は，コキクガシラコウ

モリはキクガシラコウモリおよびユビナガコウモ
リに比べて有意差はみられなかったものの高い傾
向がみられた．この結果は，関東地方（三笠ほか，
）や九州地方（ ， ）

洞窟性コウモリ目の越冬状況



の報告と一致する．
本研究で，高知県におけるコウモリに関するい
くつかの新しい知見を得ることができたが，高知
県全域における分布域や生息状況などを把握する
にはまだ充分とはいえない．同様の調査をコウモ
リの活動期である夏期から秋期にかけて実施し，
種ごとの繁殖場所および繁殖時期などを把握して
行動を明らかにしていくことが，高知県に生息す
るコウモリの具体的な保護施策を検討する上でき
わめて重要である．
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